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研究成果の概要（和文）：本研究は地域における様々な社会的活動への参加と高齢者のメンタルヘルスとの関連
を検討することを目的として行った。研究期間内に、岐阜県内で行った調査データを解析するとともに、兵庫県
加西市および丹波市で調査を実施し、それらのデータについても解析を行った。分析の結果、岐阜県内で行われ
ていた頼母子講と呼ばれる社会的活動に参加しているグループのメンタルヘルスが、参加していないグループよ
りも有意に良好であることが明らかとなった。また、兵庫県内のデータを分析した結果、地域への信頼度や、ま
つりごとに参加しているかどうかが高齢者のメンタルヘルス改善に有意に寄与していることが確認された。

研究成果の概要（英文）：Depression and related health problems were major reasons for suicide among 
older adults. Some research evidence showed that characteristic social activities in the local area 
had important roles for maintaining the mental health among older residents. In this study, we aim 
to examine the relationships among social engagement (social activities) and mental health. Data 
were collected from Gifu prefecture and Hyogo prefecture.The participants were asked about 
demographic information, social engagement, and mental health (Geriatric depression scale.) Results 
indicated that a social activity in Gifu prefecture (Tanomoshi-ko) had a significant effect on 
mental health. In addition, we found significant effects of social trust and participating in local 
events on mental health of older adults in Hyogo prefecture.

研究分野： 高齢者心理学
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１．研究開始当初の背景 
わが国は、2007 年に高齢化率が 21％を超

え、すでに超高齢社会に突入している。人口
の高齢化とともに、精神的な障害を有する高
齢者の数も増加しつつあり、近年の 60 歳以
上の高齢者におけるうつ病患者数は、1999 年
に比べると 20 万人以上増加している（厚生
労働省、2009）。高齢期におけるメンタルヘ
ルスの悪化は、結果として自殺などに結びつ
くこととなり、60 歳以上の自殺者数は、2010
年に 1 万 2 千人にまで達している（警察庁、
2011）。最近では、高齢者のメンタルヘルス
維持や、自殺予防を目的とした取り組みが自
治体主体で行われているが（栗田ら、2008）、
それらの根拠となる高齢者のメンタルヘル
スとその関連要因についての基礎的データ
は未だ不足しているのが現状である。 
高齢者の精神的・身体的健康に関わる要因

として、近年着目されているのがソーシャ
ル・エンゲージメントである（Glass et al., 
2006）。ソーシャル・エンゲージメントとは
余暇や生産的活動等において、「積極的に社
会的な役割を果たすこと」と定義されており、
老年学分野において様々な要因との関連が
報告されている。例えば、Krueger ら（2009）
は、838 名の高齢者を対象とした調査を行い、
社会的活動への参加、社会的ネットワークの
広がり、社会的支援の３つから構成されるソ
ーシャル・エンゲージメントが高齢者の認知
機能の維持に影響を与えていることを明ら
かにした。また、Glass ら（2006）は長期縦
断的調査によって、ソーシャル・エンゲージ
メントが抑うつに影響を与えていることを
明らかにしている。わが国においても、ソー
シャル・エンゲージメントや地域の社会資本
（ソーシャル・キャピタル）に着目した研究
が散見されるようになり、高齢者のメンタル
ヘルスとの関連について報告がされつつあ
る。 
しかしながら、これまでに行われてきたソ

ーシャル・エンゲージメントに関する研究で
は、概念を幅広く捉えることが多く、具体的
な社会的活動との関連について、十分な知見
が得られていない。また、地域に根付いた活
動については、ほぼ検討がされておらず、わ
が国の特色豊かな地域活動に焦点を当てた
研究の蓄積が強く求められていると言えよ
う。 

 
２．研究の目的 
本研究では、高齢者が実際に参加している

多種多様な地域活動を測定し、高齢者のメン
タルヘルスとの関連を検討することを目的
とした。具体的には、地域におけるインフォ
ーマルな社会的活動に焦点を当て、「無尽」
や「頼母子講」などを通じた社会的活動に参
加することがどのような効果をもたらすの
か、実証的な見地から分析を行う。研究当初
の調査実施案としては岐阜県を中心とする
地域を対象にすることを想定していたが、上

述したように多種多様な地域活動を測定す
るために、兵庫県においても調査を実施し検
討を加える。 
 
３．研究の方法 
本研究では、上記課題を達成するために、

岐阜県内のデータと兵庫県内のデータを用
いて検討を行った。 
 
（1）岐阜県内における調査データの解析 
平成 24 年度に、岐阜県内で行われている

頼母子講における経済的活動、つまり金銭の
やり取りの有無に焦点を当てた解析を行っ
た。具体的には、高齢者のメンタルヘルスを
測定するために GDS（Geriatric Depression 
Scale）を使用し、頼母子講への参加および
参加内容との関連を検討した。 
 
（2）兵庫県内における調査データの解析 
平成 25 年度に兵庫県加西市、平成 27年度

に兵庫県丹波市で質問紙調査を行い、そのデ
ータの解析を実施した。また、加西市・丹波
市においては、ソーシャル・エンゲージメン
トに関する基礎的資料を得るためのインタ
ビュー調査も実施した。 
 
４．研究成果 
（1）研究の主な成果 
岐阜県内の調査データを解析したところ、も
っともメンタルヘルスが良好であったのは、
金銭のやり取りがない頼母子講に参加して
いるグループであった。一方、山梨県の無尽
のように金銭のやり取りがあるグループは、
頼母子講に参加していないグループよりは
ややメンタルヘルスが良好であったが、金銭
のやり取りをしていない群に比べるとメン
タルヘルスがやや低いことが明らかとなっ
た。この結果は、地域での活動を継続する意
欲となっていると思われた金銭のやり取り
が、メンタルヘルスの維持という観点からは
必ずしも重要ではないことを意味している
と考えられる。地域の互助として始まった頼
母子講であったが、互助という側面が薄れ、
イベント会費の積み立てという形式になり
つつあり、また、その形式の方が参加しやす
い、コミュニケーションが取りやすいなどの
利点があるため、高齢者の健康に寄与するの
ではないかと考えられた。 
 次に、兵庫県内の調査データを解析したと
ころ、加西市および丹波市において共通する
結果が得られた。具体的には、近所の人間を
信頼できると回答した高齢者、そして近所づ
きあいやまつりごとへの参加をしている高
齢者ほどメンタルヘルスが良好であること
が明らかとなった。これは、兵庫県内のある
程度距離が離れた地域かつ交流が少ない地
域でほぼ同様の結果が得られたことから、頑
健性を備えた結果であると思われる。つまり、
わが国では、地域への信頼感を有していたり、
社会的活動へ積極的に参加している高齢者



ほどメンタルヘルスが低下しにくいという
知見がある程度共通して観察される可能性
が高いことが示唆された。 
 

 
 
最後に、丹波市で実施した調査データを用

いて、高齢者のメンタルヘルスを従属変数、
ソーシャル・エンゲージメントおよび関連変
数を独立変数とした重回帰分析の結果を図 1
に示す。分析の結果、高齢者のメンタルヘル
スにもっとも強い影響を与えていたのは、ソ
ーシャル・エンゲージメントであった（β
＝.41, p ＜ .001）。2番目に強い影響を与え
ていたのは、主観的健康度評価であった（β
＝.32, p ＜ .001）。また、本研究では、も
ともと高齢者が社会的に孤立しているかど
うかを測定するため、正月三が日に家族や友
人と過ごすかどうかに回答を求めており、そ
の変数を分析にも使用した。その結果、社会
的孤立はソーシャル・エンゲージメントとの
関連を統制した上で分析すると、高齢者のメ
ンタルヘルスには有意な影響が認められな
いことが明らかとなった。これは、社会的孤
立状態であったとしても、地域に対する信頼
感やつながり意識を保持し続けることが出
来れば、メンタルヘルスの維持に繋がること
を示唆していると考えられる。 
本研究は主に横断的な研究であったため

ソーシャル・エンゲージメントと高齢者のメ
ンタルヘルスとの明確な因果関係を明らか
にすることは困難である。そのため、今後は、
独自の社会的活動を実施している地域を対
象とした継続的な調査研究を実施すること
が必要であろう。 
 
（2）得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト 
複数の地域で高齢者のメンタルヘルスと

ソーシャル・エンゲージメントについて実証
的な研究を行ったケースは少なく、国内にお
ける基礎的データの一つとなる研究である
と思われる。また、地域の特色ある社会的活
動については、海外においてもメンタルヘル
スとの関連についてほとんど扱われておら
ず、高いインパクトを有する知見であると考
えられる。 
 
（3）今後の展望 

高齢者のメンタルヘルスの悪化は、自殺に
つながるとされており、本研究で測定した抑
うつはその大きな要因として考えられてい
る。本研究では、現在社会的活動に参加して
いるかどうかを分析したが、自殺に至るまで
メンタルヘルスが悪化している高齢者は、か
なり以前から社会的活動に参加出来ていな
いことが予想される。よって、社会的活動へ
の参加を長期に渡って観察し、参加出来なく
なった原因や促進する要因についても調査
を重ね、より明確な因果関係の特定につなが
る研究が必要であると思われる。 
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